
心血管疾患

猫の肥大型心 
筋症（DCM）

キーメッセージ

  �猫にとってタウリンは必須アミノ酸であり、肉類、貝類、またはサプリメントを
通して摂取します。2 

  �タウリンは心筋の収縮力を維持し、心臓の細胞を安定化させる重要な役
割を担っていますが、他の臓器でも重要な役割を担っています。

  �何十年も前、研究者たちはタウリンの欠乏が猫の DCM の発症と関連して
いることを発見し、市販のキャットフードにタウリンの追加補充を行うよう
になりました。3,4

  �現在、猫の心筋症と診断されるうちの約　10 % が DCM です。1

  �心臓病を持つ猫では詳細な食事歴が重要です。

  �肉類を含まない、あるいはタウリンの少ない肉類（鶏胸肉など）を使用した
家庭用食事は、猫のタウリン欠乏性 DCM につながる可能性があります。1

  �心臓の健康をサポートすると認識されている付加栄養素には以下があります。

  �オメガ 3 脂肪酸（DHA および EPAなど）は、炎症性メディエーターと酸化ストレスを軽減させ、心臓リモデリングを
減少させるのに役立つ可能性があります。5,6  

  �ビタミン C や E などの抗酸化物質は、活性酸素による損傷を防ぐ効果があります。7

  �マグネシウムには、抗不整脈および抗酸化作用など、健康な心機能を維持するうえで複数の役割があります。8 

（次のページに続く)

治療のための栄養

猫の心筋症の指標として心雑
音は信頼性に欠けます。9,10

ご存じでしたか？

かつてはタウリン欠乏による拡張型心筋症（DCM）が猫の心臓病として頻
繁に診断されていましたが、現在ではほとんどの市販キャットフードに DCM 
の予防のためのタウリンが補充されています。しかし、市販以外の食事を摂
取する猫にはタウリン不足のリスクがあります。DCM の中には特発性のもの
があり、猫の心筋低下の正確な原因はわかっていません。1 栄養は猫の心臓
の健康をサポートするのに役立ちます。



RO/CRCE

Purina Institute は、ペットがより長く、より健康的に生きるための、科学に基づく顧客に寄り添った情報を
提供することで、ペットの健康に関する議論の最前線に栄養を位置付けることを目指しています。
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